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論文内容の要旨

本論文は，ディジタル無線通信システムにおける人工雑音の統計的モデ、ル化と受信特性改善法に関する研究成果を

まとめたものであり，以下の 6 章より構成されている。

第 1 章は，序論であり，本研究の背景となる研究分野に関する現状と問題点を述べ，本研究の占める位置ならびに

意義を明確にしている。

第 2 章では，まず，無線周波数帯における人工雑音の代表的な統計モデルであるクラス Aインパルス性無線雑音モ

デルについて述べ， クラス A インパルス性無線雑音の統計的性質に基づき最もシンボル判定を行う最適受信機につい

て検討を行っている。さらに，最適受信機を構成する際に必要となる雑音の統計的パラメータの推定について検討を

行い，パラメータ推定誤差が最適受信機の誤り率特性に及ぼす影響の評価を行っている。

第 3 章では，電子機器から発生し無線周波数帯において観測される人工雑音として，電子レンジから発生する雑音

を対象とし，その測定結果を基に，まず電子レンジ雑音の統計的性質について示し，従来の無線通信システム設計に

おいて想定されるガウス雑音とは大きく異なる統計的性質を有することを明らかにするとともに，電子レンジ雑音が

従来のディジタル無線通信システムの誤り率特性に及ぼす影響の評価を行っている。

第 4 章では，電子機器から発生する人工雑音環境下における無線通信システムの受信特性改善法として，雑音の統

計的性質に基づく受信機設計による特性改善効果について検討を行っている o 第 3 章において示す電子レンジ雑音を

対象とし，まず，電子レンジ雑音の統計的性質を表す数学的モデ、ル化について検討を行い，第 2 章において示すクラ

ス A インパルス性無線雑音モデルのパラメータ推定を用いることによって，電子レンジ雑音の統計的性質を数学的に

モデル化可能であることを明らかにする O 次に，得られた電子レンジ雑音の数学的モデルに基づき最適受信機を構成

し，電子レンジ雑音存在下でその受信機を用いることによる誤り率特性の改善効果について検討を行い，その有効性

を明らかにしている。

第 5 章では，電子機器から発生する人工雑音環境下における無線通信システムの受信特性改善法として，誤り訂正

符号を適用した場合の特性改善効果について検討を行っている。まず，誤り訂正符号として対象とする BCH 符号の

概要を示し，次に電子レンジ雑音環境下において BCH 符号を適用した場合の誤り率特性の評価を行い， その特性改

善効果について検討を行っている。

第 6 章は結論であり，本研究で得られた結果の総括を行っているo
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論文審査の結果の要旨

ディジタル無線通信システムの高信頼化は，最近のディジタル携帯端末の著しい普及と共に大きく浮上してきてい

る重要問題である。本論文は，特に人工雑音環境下におけるシステムの高信頼化に関して行った研究の成果をまとめ

たものであり，主に以下のような研究成果をあげている。

(1) 無線周波数帯において観測される人工雑音の代表的統計モデルに基づいて構成される最適受信機に必要とされ

る雑音パラメータの推定法を考案し，誤り率特性との関連性について詳細な検討を行っている。

(2) 人工雑音の具体例として電子レンジから放射される雑音の統計的性質を明らかにするとともに，高信頼のデイ

ジタル無線通信システム構築のための基本方策を明らかにしている o

(3) 電子レンジ雑音など人工雑音の多くはパースト性の強い雑音であり，非符号化，符号化の場合を問わず雑音の

パース卜性をランダム化することが必要であり，そのためにはインターリーブ技術を導入することが効果的で

あることを明らかにしている。

(4) 人工雑音の統計モデ、ルに基づ、いた最適受信，インターリーブ技術，誤り訂正符号等を併用した場合のシステム

の信頼性向上について明らかにしている o

以上のように，本論文は人工雑音環境下におけるディジタル無線通信システムの高信頼化に関する多くの知見を得

ており，通信工学の発展に寄与するところが大き ~\o よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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